
広報おおいそ 15令和７年１月

講座の申込み・問合せ　鴫立庵　☎（61）6926� 講講師　対対象　定定員　費費用　持持ち物
講座名 日　程 時　間 備　考

座　禅 １月18日（土） 13:30～14:30 姿勢・呼吸・心を整えます〈椅子座談もできます〉
講豊田　素道氏（慶林寺住職）　定10人　費500円（入庵料込）

伝　筆 １月26日（日） 10:30～正午
温かみのある文字が書けるようになる筆文字教室
講認定講師わでん伝筆マスター　宮前　礼子氏
対中学以上　定10人　費3,850円（材料費込）

茶と遊ぶ ２月１日（土） 10:00～正午 家庭で簡単！ほうじ茶作りの秘訣教えます！（ワークショップ）
講髙野　幸代氏　定６人　費3,000円（お茶菓子付・入庵料込）

【大磯二宮漁業協同組合】
問合せ先：0463（61）0940
取扱店舗：大磯港賑わい交流施設　OISO ONNECT
登録産品：「湘南しらす入り青とうがらし味噌・ねぎ味噌」
お店からのひとこと：
湘南で水揚げされた生シ
ラスを天日で干し上げ、
老舗蔵元の味噌と合わせ
ました。

【おおいそ地域振興㈱】
問合せ先：090（8033）3465
取扱店舗：芦川酒店、At GALLERY、和泉常、壱の
　　　　　屋、よろずや
登録産品：「高麗山キムチ」
お店からのひとこと：
一度食べたら忘れられな
い!!　味が決め手のご当
地手作りキムチ。

「めいど いん おおいそ」
登録産品販売店紹介

問大磯らしい潤いづくり協議会（大磯町商工会）
　☎（61）０８７１
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鴫立庵大使「えんいくん」

　
季
題
は
「
そ
ぞ
ろ
寒
」。
な
ん
と
な
く
感

ず
る
「
寒
さ
」
の
意
で
秋
の
季
題
。
同
様
な

秋
の
季
節
に
「
や
や
寒
」・「
う
そ
寒
」・「
肌

寒
」
な
ど
が
あ
る
。「
正
義・正
義
」
と
「
拳
」

を
「
挙
げ
る
」
理
想
派
に
対
し
て
作
者
は
や

や
疑
問
を
抱
い
て
い
る
ら
し
い
。
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季
題
は
「
か
ぼ
ち
ゃ
」
で
秋
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
か
ら
渡
来
し
た
の
で
、
こ
う
呼
ぶ
が
、
唐

茄
子
と
も
南
京
と
も
ボ
ー
ブ
ラ
と
も
呼
ぶ
。

煮
物
は
比
較
的
女
性
に
好
ま
れ
る
由
だ
が
、

そ
の
理
由
は
「
ほ
っ
く
ほ
く
」
な
処
。
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庵
主
　
本
井
　
英
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悪
意
が
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

期
待
に
応
え
よ
う
と
し
て
少
し
真
実
を

誇
張
し
て
し
ま
う
の
は
人
間
関
係
の
中

で
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
言
葉
と
真
実

の
ズ
レ
に
気
づ
い
た
作
者
は
、
そ
れ
を

「
嘘
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
自
分
に
誠

実
で
あ
り
た
い
と
い
う
姿
勢
が
あ
れ
ば

こ
そ
の
気
づ
き
で
す
。
言
わ
れ
て
み
る

と
、「
自
分
」
は
、
見
え
た
よ
う
に
思

う
と
、
見
え
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
実

に
不
思
議
な
も
の
で
す
。。
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義
正
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拳
挙
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後
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嘉
杏

岩
沼
市
立
岩
沼
中
学
校

嘘
つ
い
て 

み
ん
な
の
期
待
に 

応
え
て
は

�

見
え
な
く
な
っ
た 

本
当
の
自
分

　
鴫
立
庵
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
俳
諧
道
場
で
ご
ざ
る
。

　
初
代
庵
主
大
淀
三
千
風
が
開
き
、
現
在
で
は
京
都
の
落
柿
舎
、

滋
賀
の
無
名
庵
と
並
び
日
本
三
大
俳
諧
道
場
と
呼
ば
れ
て
い
る

で
ご
ざ
る
よ
。
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く
ら

星
野
学
園
中
学
校
（
埼
玉
県
）

ほ
っ
く
ほ
く
の 

か
ぼ
ち
ゃ
の
煮
物 
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